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9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でデータベース化するため、600字～800字で記入。図、グラフ等は記載しないこと。) 

初期発生の過程において、からだの前後軸に沿って規則正しく並ぶ中胚葉組織に、体節がある。

体節は、主に骨格筋や中軸骨格を形成する前駆体としてよく知られている一方で、そのうちのい

くつかの細胞集団は、背側大動脈などの血管形成にも寄与することが知られている。平成 18 年

度における本研究の結果、以下のことが明らかになった。1）Notch シグナルを検出するレポー

ターplasmid（慶応大学岡野栄之教授より供与）を用いることによって、各体節の後半部で Notch
シグナルが特異的に活性化していることを見出した。2）恒常的活性化型 Notch を体節に発現さ

せると、これらの細胞は体節の後半部に局在した。前半部においては、細胞死をおこしていた。

3）Notch を活性化された体節細胞は、その後腹側に移動し、最終的には背側大動脈の血管内皮

へと分化した。4）これらの細胞移動は、背側大動脈によって誘因されていた。5）またこの細胞

移動には、Notch の下流で働く ephrinB2 が必要であることを、RNAi 法により明らかにした。

 各体節の前半部では、神経冠細胞が移動することはよく知られている。今回の我々の研究から、

体節後半部における新たな細胞移動の現象が見出された。つまり体節の前半部と後半部では、そ

れぞれ神経系と血管系の前駆細胞を移動させるための環境が整えられていることが考えられる。

実際の体内における３次元環境での細胞移動の制御が、神経や血管ネットワークの形成に密接に

関わることを示した本研究の意義は大きい。また、本研究で見出された細胞移動の制御機構は、

これまでほとんど謎であったガン細胞の転移のメカニズムの解明にも大きく貢献することが期

待される。 
 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4判縦長横書1枚)を添付

すること。 
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